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【認定の対象となる資源の状況】

ha 10.30 ha ha 7,200 m m m 箇所 m

【活動組織の構成員】

89 人

人

ため池 農道

25.31

農業者　　： 　主な構成

　団体名

個人のみ

非農業者 ：

　今後は、地域住民と連携して活動することも視野に入れ、水路等の清掃活動を計画的に実施して
いく。

田 畑 草地
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排水路

交付金額（基本） 965,300 ― ―

※交付金額は、交付単価に基づいた金額を記入しています。

　当地区では、農業者の高齢化の進行に伴う集落機能の低下を、多面的機能支払交付金制度を活
用し、水路の草刈り・浚渫などの共同活動を実施することで、農業農村の有する多面的機能の維持
を図っている。また草刈り・浚渫などの共同活動だけではなく、構成員により水路等の軽微な補修を
実施することで、より良い農業環境を維持している。

ふりがな さいたましいわつきくおおのじま
現活動期間 R2～R6

所在地 さいたま市岩槻区大野島

令和2年度作成

ふりがな おおのじまちいきしげんほぜんかい 活動開始
年度

平成27年度
活動組織名 大野島地域資源保全会

主な活動又は特色ある活動

今後の取組について


